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論文審査の結果の要旨

本研究は分子が近似的に楕円体と見倣すことができる Jty合の分子性結品の結晶構造を解析する一つの一

般的方法を論じたものである口

分子性結品の構造を通覧すれば，分子の外但1] に各原子の Van der Waals 半径を与えた大いさのものの

最密充填と考えられる場合が多いことに着目し，著者は分子を表わすー伺の楕円体を考えたとき， 結晶の

対称操作で与えられる隣接椅円体とが最も密に接する条件を解析的に求めた。

本論文で取扱った結晶の対称要素は(1 )並進 (1) 並進と反転 (1) 2 回対称判1 (回転軸およびらせ

ん軸)と並進(町)並進と対称面(鏡面よ構び映進面)である口

以上の方法を先づ結晶構造既知の物質 r- ピラジナマイドに適用してその有効なことを確め， 次いで構

造未知の物質 p-フルオノレベンズアミイドに適用した。この場合，次式

P山， v， w)= ↓~ ~ ~ F2(hk肘均Cs叫以c陥(hu十 kv-ト lw) で与えられる変形パタソン関数

が分子重心間のヴェクトノレを与えるのであろうことを予想したが， 実際にこの方法によって分子の大よそ

の童心の位置を推定することができた。次に 2 ケの分子が対称心をはさみ， 水素結合による二量体を形成

することを仮定し， J~.に述べた楕円体の接燭条件から近似構造を求めそれを出発点として最小自乗法およ

びフーリエ級数法によって構造を決定する乙とができた。

本研究は高木君の独創性に基くもので構造解析の一つの一般的方法を与え， それによって一つの未知の

構造を明らかにしたものであって，理学博士の学位論文として充分価値あるものと認める。 なお提出され

た参考論文 6 篇はいづれも結晶学に寄与した価値ある論文である。
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